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世界的な知の大競争時代に突入
～三つの国際的優位性～

ー 人材育成

ー 知の創造、文化の創造

ー イノベーションの創出



産学官連携が新しい発展に動く産学官連携が新しい発展に動く

ー大学知財の移転・活用が大きく進展

ーより成果の大きい連携への発展に

ーイノベーション創出に向けての戦略

第３期科学技術基本計画の制定



産学官連携の国際的な展開産学官連携の国際的な展開

ー諸外国で進むイノベーション戦略

ー企業の研究開発がグローバル化

ー動き出した大学の国際的な展開



問 題 提 起問 題 提 起

１．産学官連携の今後の方向性は？

－成果の社会還元を円滑化する

－イノベーションの創出に向けて

２．どう進めるか国際的な展開？



討議１ 産学官連携の今後の方向性討議１ 産学官連携の今後の方向性

• 研究成果の社会への還元を円滑に行う観点から
－より進化した産学官連携の在り方

• イノベーションの創出を視野に入れ
－長期的な展望に基づく産学官連携の在り方

• 今後の産学連携に期待される側面
－産学官連携で人材育成



討議２ 国際的展開の推進討議２ 国際的展開の推進

• なぜ国際的な産学官連携なのか？
• 諸外国で進む国際展開を比較する
• 日本が進める国際展開に提言する
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